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満
を
持
し
て
の
感
あ
る
一
冊
で
あ
る
。

著
者
に
は
、
漱
石
と
そ
の
周
辺
の
人
物
に
関
わ
る
伝
記
研
究
と
し
て
、

す
で
に
『
夏
目
漱
石
と
菅
虎
雄

布
衣
禅
情
を
楽
し
む
心
友
』（
教
育
出
版
セ

ン
タ
ー
）
、『
喪
章
を
着
け
た
千
円
札
の
漱
石

伝
記
と
考
証
』（
笠
間
書
院
）
、

『
夏
目
漱
石
周
辺
人
物
事
典
』（
同
）
、
『
夏
目
漱
石
外
伝

菅
虎
雄
先
生
生

誕
百
五
十
年
記
念
文
集
』（
菅
虎
雄
先
生
顕
彰
会
）
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
著
書
や
事
典
の
特
色
は
、
漱
石
の
み
な
ら
ず
周
辺
の
人
物
に

つ
い
て
も
平
行
的
に
伝
記
情
報
を
精
査
し
、
そ
の
人
間
関
係
の
網
の
目
の

中
で
漱
石
を
捉
え
直
し
た
点
に
あ
る
。そ
の
よ
う
な
伝
記
研
究
の
方
法
は
、

従
来
の
伝
記
事
項
の
遺
漏
を
補
う
の
み
な
ら
ず
、
伝
記
研
究
に
と
っ
て
も

新
た
な
地
平
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

右
に
述
べ
た
著
者
に
よ
る
伝
記
研
究
の
具
体
的
な
筆
法
を
窺
わ
せ
る
事

例
を
本
書
か
ら
引
い
て
み
よ
う
。

英
国
留
学
の
途
中
で
上
海
に
寄
港
し
た
折
の
日
記
（
明
治
三
十
三
年
九
月

十
三
日
付
）
に
は
、
「
税
関
ニ
立
花
政
樹
氏
ヲ
訪
フ

家
屋
宏
大
ニ
テ
容
易

ニ
分
ラ
ズ

困
却
セ
リ

東
和
洋
行
ヲ
教
ヘ
ラ
レ
テ
此
ニ
午
餐
ス
、
立
花

至
ル
」
と
あ
る
。
上
海
に
着
い
た
漱
石
が
、
大
学
の
英
文
科
の
先
輩
で
あ

る
立
花
政
樹
を
「
税
関
」
に
訪
問
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
立
花
に
つ
い

て
の
情
報
が
あ
れ
ば
、
こ
の
記
事
で
漱
石
の
行
動
は
、
そ
れ
な
り
に
納
得

原
武
哲
著

『
夏
目
漱
石
の
中
国
紀
行
』

で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
本
書
の
著
者
は
、
そ
の
上
で
「
税
関
」
の
語
に
注

目
す
る
。
そ
れ
が
漱
石
と
同
行
の
芳
賀
矢
一
の
日
記
で
は
「
江
北
海
関
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、「
江
北
海
関
」
は
正
し
く
は
「
江

海
北
関
」
と
い
う
清
国
の
税
務
庁
で
あ
る
こ
と
、
漱
石
訪
問
時
の
建
築
物

は
、
弘
化
二
年
設
置
の
初
代
の
「
江
海
北
関
」
で
は
な
く
、
明
治
二
十
六

年
に
建
て
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
教
会
式
建
築
で
、
英
国
の
ビ
ッ
グ
ベ
ン
を
連

想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
「
大
清
鐘
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
、
こ
の
二
代
目
の
「
江

海
北
関
」
は
昭
和
三
年
に
三
代
目
の
現
在
の
上
海
税
関
が
竣
工
さ
れ
る
ま

で
使
用
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
記
し
、
そ
の
写
真
も
掲
げ
る
。
そ
れ
ら
の
記

述
や
写
真
に
よ
っ
て
、
「
家
屋
宏
大
ニ
テ
容
易
ニ
分
ラ
ズ

困
却
セ
リ
」

と
い
う
漱
石
の
体
験
が
、
二
代
目
の
「
江
海
北
関
」
と
結
び
つ
く
具
体
的

で
固
有
の
体
験
と
し
て
想
像
さ
れ
る
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

著
者
の
こ
う
し
た
筆
法
は
、
日
記
に
現
れ
る
人
物
や
事
物
に
つ
い
て
尽

く
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
先
に
引
い
た
日
記
に
あ
る
「
東
和
洋
行
」
に

つ
い
て
も
、
明
治
十
九
年
に
長
崎
出
身
の
吉
島
徳
三
が
、
北
蘇
州
路
と
河

南
北
路
の
交
叉
す
る
河
南
路
橋
（
旧
・
鉄
大
橋
）
畔
に
設
立
し
た
「
日
本
人

最
上
等
旅
館
」
で
あ
り
、
上
海
に
日
本
人
娼
婦
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
上

海
新
報
」
紙
上
で
「
醜
業
婦
」
宿
泊
の
拒
絶
を
広
告
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。こ
こ
で
も
写
真
に
よ
る
確
認
が
な
さ
れ
て
お
り
、

先
行
す
る
「
実
体
は
か
ら
ゆ
き
さ
ん
を
抱
え
た
娼
館
で
あ
っ
た
と
見
て
い

い
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
記
述
の
誤
り
を
正
し
て
い
る
。
ま
た
、
芥
川
や
荷

風
の
来
訪
時
の
記
述
も
見
届
け
る
こ
と
で
、
漱
石
日
記
に
現
れ
る
「
東
和

洋
行
」
を
歴
史
的
な
文
脈
の
中
で
再
現
す
る
筆
法
に
な
っ
て
い
る
。

著
者
の
一
連
の
伝
記
研
究
の
特
色
は
、
し
ば
し
ば
実
証
的
の
語
で
評
さ



96

れ
る
が
、
実
証
的
と
い
う
以
上
に
、
対
象
に
対
し
て
の
愛
情
に
こ
そ
特
色

を
見
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
愛
情
が
、
対
象
と
な
る
人
物
の
言

行
や
見
聞
や
人
間
関
係
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
忠
実
に
具
体
的
に
再
現
し

て
み
た
い
と
い
う
実
証
と
し
て
現
れ
た
の
が
著
者
の
仕
事
で
あ
り
、
そ
の

姿
勢
の
徹
底
が
、
本
書
に
お
い
て
は
際
だ
っ
て
い
る
。

愛
情
に
つ
い
て
付
言
す
る
。
著
者
は
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
の
実
地
調

査
の
折
の
縁
が
あ
る
と
は
い
え
、
吉
林
省
徳
恵
市
の
郊
外
に
あ
る
朱
家
小

学
校
に
校
舎
を
増
築
し
、
電
気
を
配
線
し
、
運
動
場
を
拡
げ
、
原
武
哲
希

望
小
学
校
と
し
て
教
育
設
備
な
ど
十
年
以
上
も
支
援
を
続
け
た
。
菅
虎
雄

の
故
郷
（
福
岡
県
久
留
米
市
・
梅
林
寺
）
に
顕
彰
会
を
作
り
、
会
員
を
募
り
、

寄
付
を
募
り
、
漱
石
の
句
碑
と
菅
虎
雄
の
顕
彰
碑
を
建
て
た
。
い
ず
れ
も
、

な
ま
な
か
な
愛
着
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。顕
彰
会
を
起
こ
し
た
と
き
、

著
者
は
す
で
に
八
十
歳
に
手
が
届
く
年
齢
だ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
思
い

半
ば
に
過
ぎ
る
も
の
が
あ
る
。

最
初
に
「
満
を
持
し
て
」
と
述
べ
た
の
も
、
漱
石
の
二
度
に
わ
た
る
中

国
体
験
（
中
国
紀
行
）
の
実
際
が
、
著
者
一
流
の
き
わ
め
て
具
体
的
な
人
物

探
求
や
実
地
調
査
に
基
づ
き
再
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
よ
り
、
そ
の

よ
う
な
調
査
や
探
索
を
通
じ
て
、
著
者
が
中
国
で
の
漱
石
の
見
聞
に
注
ぐ

愛
情
が
ほ
と
ば
し
る
感
じ
が
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
漱
石
の
見

聞
の
ま
ま
の
中
国
の
再
現
、
そ
の
熱
意
は
、
著
者
自
身
の
中
国
と
中
国
に

暮
ら
す
人
々
へ
の
愛
情
と
不
可
分
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
本
書
が
「
漱
石

と
中
国
と
私
と
」
と
題
さ
れ
た
「
序
章
」
か
ら
始
ま
る
の
は
、
き
わ
め
て

本
書
に
似
つ
か
わ
し
い
。

本
書
の
概
要
を
伝
え
る
に
は
、
な
ま
じ
っ
か
な
要
約
よ
り
、
細
目
ま
で

付
さ
れ
た
目
次
を
紹
介
す
る
に
若
く
は
な
い
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章

漱
石
と
中
国
と
私
と

漱
石
と
中
国
／
中
国
と
私
／
漱
石
と
漢
詩
・
漢
文
／
漢
学
か
ら
英
学

へ
／
漱
石
と
南
画

第
一
部

留
学
途
中
に
見
た
上
海
・
香
港

第
一
章

漱
石
が
見
た
上
海

漱
石
の
英
国
留
学
／
プ
ロ
イ
セ
ン
号
／
上
海
へ
／
東
大
英
文
唯
一
の

先
輩

立
花
政
樹
／
江
海
北
関
／
東
和
洋
行
／
朝
日
館
（
旭
館
）
／

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ン

―
犬
と
中
国
人
入
る
べ
か
ら
ず
／
日
本

人
の
場
合
／
上
海
一
の
繁
華
街

南
京
路
・
四
馬
路
／
乗
り
物

―

轎
・
一
輪
車
・
人
力
車
・
馬
車
・
自
転
車
／
電
車
・
自
動
車
が
も
た

ら
す
人
力
車
夫
の
悲
惨
な
生
活
／
張
園
／
愚
園
／
街
路
の
異
臭
と
袒

裼
／
上
海
出
航
／
福
州

第
二
章

漱
石
が
見
た
香
港

九
龍
／
香
港
島
／
ク
イ
ー
ン
ズ
・
ロ
ー
ド
／
ヴ
イ
ク
ト
リ
ア
・
ピ
ー

ク
第
三
章

上
海
・
香
港
で
見
た
中
国
と
中
国
人

漢
籍
の
中
の
中
国
と
生
身
の
中
国
人
／
高
杉
晋
作
の
先
見
性
／
上
海

の
租
界
と
工
部
局
／
虹
口
に
集
ま
る
日
本
人
／
日
英
同
盟
と
貧
乏

人
・
富
豪
の
婚
約
／
日
本
人
よ
り
遥
か
に
名
誉
あ
る
中
国
人

第
二
部

満
韓
旅
行

第
一
章

漱
石
と
中
村
是
公

一

大
連
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「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
の
旅
行
／
漱
石
招
聘
／
新
橋
出
発
／
鉄
嶺

丸
船
中
／
大
連
港
到
着
／
青
泥
窪
・
ダ
ル
ニ
ー
・
大
連
／
満
鉄
総

裁
社
宅
／
大
連
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
／
満
洲
館
／
日
本
橋
／
大
連
倶
楽

部
／
電
気
遊
園
／
中
央
試
験
所
／
鳥
の
鳴
き
競
べ
／
立
花
政
樹
再

会
／
満
鉄
本
社
／
俣
野
義
郎

―
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」の
畸
人
・

多
々
良
三
平
／
舞
踏
会

―
是
公
の
演
説
／
扇
芳
亭
／
橋
本
左
五

郎

―
「
何
ぞ
憂
へ
ん
席
序
下
算
の
便
」
／
大
連
医
院
／
近
江
町

の
満
鉄
社
宅
／
北
公
園
／
川
崎
造
船
所
／
大
連
発
電
所
／
関
東
総

督
府
・
関
東
都
督
府
民
政
部
と
大
連
民
政
所
・
旅
順
民
政
所
／
従

事
員
養
成
所
／
化
物
屋
敷
／
油
房
／
苦
力
／
俣
野
公
館
／
村
井
啓

太
郎
／
日
本
文
学
で
最
初
に
描
か
れ
た
麻
雀
／
苦
力
の
親
分

相

生
由
太
郎
／
清
岡
卓
行
の
描
く
寺
児
溝
／
相
生
さ
ん

二

旅
順

警
視
総
長

佐
藤
友
熊
／
旅
順
へ
／
旅
順
停
車
場
／
旅
順
ヤ
マ
ト

ホ
テ
ル
／
旅
順
戦
利
品
陳
列
館
／
繻
子
で
薄
鼠
色
の
女
物
靴
／
東

鶏
冠
山
砲
台
／
夏
目
漱
石
歓
迎
会

―
関
東
都
督
府
民
政
部
主

催
／
二
百
三
高
地
（
爾
霊
山
）

／
旅
順
港
／
旅
順
口
閉
塞
作
戦
と

そ
の
失
敗
／
田
中
清
次
郎
と
す
き
焼
き
／
民
政
長
官
官
邸
／
佐
藤

友
熊
宅
訪
問
／
大
連
を
去
る

三

熊
武
城

ト
ロ
ッ
コ
で
熊
武
城
温
泉
へ
／
苗
圃
／
松
山
・
黄
旗
山
／
馬
賊
と

匪
賊
／
望
児
山
・
望
小
山
／
熊
武
城
出
発
、
営
口
に
向
か
う

第
二
章

奉
天
へ

一

営
口

営
口
と
牛
荘
／
清
林
館
／
遼
河
の
汚
泥
、
渤
海
湾
を
埋
め
尽
く

す
／
舢
板
／
日
清
豆
粕
製
造
株
式
会
社
営
口
出
張
所
／
営
口
の
回

教
礼
拝
堂
／
営
口
の
劇
場
／
営
口
の
女
郎
屋

―
泥
濘
の
中
の
妖

花
／
二
葉
亭
、
ロ
シ
ア
人
に
騙
さ
れ
る
／
営
口
で
の
講
演

―
趣

味
に
就
て
／
博
士
に
な
っ
た
り
、
な
ら
な
か
っ
た
り
の
橋
本
左
五

郎
二

湯
崗
子

湯
崗
子
へ
／
千
山
行
断
念
／
海
老
茶
袴
の
女

三

奉
天

奉
天
に
向
か
う
／
奉
天
城
／
馬
車
と
洋
車
／
奉
天
の
筆
屋
／
瀋
陽

館
／
満
鉄
奉
天
公
所
／
北
陵
へ
輗
軏
た
る
車
に
て
／
北
陵
／
奉
天

城
宮
殿
／
馬
車
に
轢
か
れ
た
老
人
／
奉
天
の
茶
園

四

撫
順

撫
順
炭
坑
／
坑
内
見
学

第
三
章

「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
中
断
以
後

一

哈
爾
濱

撫
順
か
ら
哈
爾
濱
へ
／
満
鉄
線
最
北
端
長
春
停
車
場

―
東
清
鉄

道
へ
の
乗
り
換
え
／
国
際
都
市
「
東
方
の
モ
ス
ク
ワ
」
哈
爾
濱
／

藤
井
十
四
三
／
東
洋
館
／
夏
秋
亀
一
／
誕
生
年
製
造
の
外
套
／
埠

頭
公
園
／
日
本
人
石
工
も
作
っ
た
松
花
江
鉄
橋
／
傅
家
甸

―
中

国
人
街
／
新
市
街

―
南
崗
／
旧
哈
爾
濱

―
香
坊
／
露
助
に
つ

い
て
／
ロ
シ
ア
人
留
学
生
エ
リ
セ
ー
エ
フ

二

長
春

長
春
到
着

―
三
義
旅
館
／
長
春
の
湯
屋
／
長
春
座
／
馬
賊
・
邊
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見
勇
彦
の
事
業

―
賭
博
場
・
華
実
医
院
／
長
春
の
イ
ン
フ
ラ
／

再
び
、
奉
天
へ

三

安
東

悪
名
高
い
「
不
安
奉
線
」
／
安
奉
線
中
間
点

―
草
河
口
／
安
東

県
到
着

―
元
宝
館
／
安
東
県
／
東
益
増
遠
で
絹
紬
を
買
う
／
関

帝
廟
と
天
后
宮
／
韓
国
北
端

新
義
州

第
三
部

漱
石
の
中
の
中
国
・
韓
国

文
学
と
し
て
の
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」と
満
鉄
向
け
の
「
満
韓
の
文
明
」／

日
清
・
日
露
戦
争
の
勝
利
が
日
本
人
に
も
た
ら
し
た
も
の
／
水
の
豊
か

な
日
本
と
水
の
不
足
す
る
中
国
東
北
／
帝
国
主
義
・
植
民
地
主
義
／
漱

石
と
伊
藤
博
文
／
日
露
戦
争
前
後
の
日
韓
関
係
／
漱
石
の
自
家
撞
着
こ

そ
真
面
目
・
良
心
・
正
直

補
注
／
写
真
説
明
／
あ
と
が
き
／
人
名
索
引

本
書
の
筆
法
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
税
関
」
と
「
東
和
洋
行
」
で
一

端
を
示
し
た
が
、
第
一
部
と
第
二
部
で
は
、
右
に
掲
げ
た
目
次
の
細
目
に

つ
い
て
同
じ
よ
う
な
水
準
で
の
追
跡
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
一
部
か
ら
建
物
に
つ
い
て
引
い
た
の
で
、
第
二
部
か
ら
人
物
の
事
例

を
引
い
て
み
よ
う
。
第
二
部
第
三
章
に
「
馬
賊
・
邊
見
勇
彦
の
事
業

―

賭
博
場
・
華
実
医
院
」
と
い
う
細
目
が
あ
る
。「
馬
賊
」
と
あ
る
よ
う
に
、

『
邊
見
勇
彦
馬
賊
奮
闘
史
』（
先
進
社
、
昭
和
六
年
）
の
自
伝
も
あ
る
「
馬
賊
」

だ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
父
親
は
、
西
南
戦
争
の
薩
軍
の
猛
将
と
し
て
知
ら

れ
戦
死
し
た
邊
見
十
郎
太
で
あ
る
。
著
者
は
、
明
治
四
十
二
年
九
月
二
十

四
日
付
け
の
「
漱
石
日
記
」
で
、
漱
石
が
藤
井
十
四
三
に
伴
わ
れ
長
春
の

賭
博
場
を
訪
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
「
彼
岸
過
迄
」（
明
治
四
十
五
年
）
の
一

節
「
中
で
も
最
も
敬
太
郎
を
驚
か
し
た
の
は
、
長
春
と
か
に
あ
る
博
打
場

の
光
景
で
、
是
は
嘗
て
馬
賊
の
大
将
を
し
た
と
い
ふ
去
る
日
本
人
の
経
営

に
係
る
も
の
だ
が
」
云
々
と
続
く
一
段
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
上
で
、
作
中
の
「
馬
賊
の
大
将
」
が
、
「
邊
見
（
逸
見
）
十
郎
太

の
遺
児
邊
見
勇
彦
（
江
侖
波
）
」
で
あ
る
と
し
て
、
渡
辺
龍
策
『
馬
賊
頭

目
列
伝
』（
秀
英
書
房
）
、
『
関
東
都
督
府
統
計
書
第
五
』
、
竹
中
憲
一
『
大

連
歴
史
散
歩
』（
晧
星
社
）
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
紹
介
し
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
藤
井
十
四
三
に
つ
い
て
も
、
満
鉄
『
社
員
録
』
を
は
じ
め
人
事
録

や
興
信
録
、
沼
波
瓊
音
『
鮮
満
風
物
記
』
、
伊
原
幸
之
助
『
長
春
発
展
史
』

な
ど
に
拠
り
つ
つ
、
そ
の
履
歴
や
人
柄
ま
で
も
記
さ
れ
、
長
春
で
の
漱
石

の
行
動
に
果
た
し
た
役
割
が
髣
髴
と
す
る
よ
う
な
筆
法
に
な
っ
て
い
る
。

第
三
部
は
、
漱
石
と
中
国
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
「
吾
輩
は
猫
で
あ

る
」
、「
彼
岸
過
迄
」
、「
門
」
、「
明
暗
」
な
ど
も
引
き
つ
つ
、
細
目
に
あ
る

ト
ピ
ッ
ク
を
中
心
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
大
尾
は
、
「
漱
石
は
書

き
な
が
ら
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
に
嫌
気
が
生
じ
、
自
家
撞
着
に
陥
っ
て
、

中
途
半
端
な
中
断
に
到
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
人
間
と
し
て
の
真
面
目
、
良

心
、
正
直
で
は
な
か
ろ
う
か
。」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。

生
き
ら
れ
た
体
験
は
、一
回
的
で
永
遠
に
消
え
て
し
ま
う
し
か
な
い
が
、

本
書
は
、
漱
石
に
よ
っ
て
生
き
ら
れ
た
「
中
国
」
を
そ
の
ま
ま
の
再
現
は

不
可
能
と
し
て
も
、
種
々
の
具
体
的
事
物
や
人
間
と
の
具
体
的
な
関
係
を

通
し
て
幻
視
さ
せ
る
。

（
二
〇
二
〇
年
一
〇
月

鳥
影
社

四
一
四
頁

二
八
〇
〇
円
＋
税
）


